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1 . 研究概要
高等動物の生理的及ぴ病理的状態 を 細 胞レベ ル，

及び細胞 下レベ ルか ら追求す る。 特に成人病(糖尿
病， 動脈硬化症， がんなど ) に 関係す る騨臓 ラ ンゲ

ルハ ンス 島細胞や動脈 内皮平滑筋細胞など
.
を材料 と

し て， そ れ ら の細胞の病理的状態 の発生過程 を 生化
学的に解明 し ， 成人病の予防 と 治療に役立て た い。

2. 学会発表

1 ) F lavin-dependent NAD PH dehydrogenase in 
human e rythrocytes : Yub isu i， T. et a l. ，  The 16th 
Internat ional Congress  of Hemato logy， Septe llJber 
1976， Kyoto. 

2 ) Inhib it ion by kynuren ine metabo1 ites of 
pro insu lin synthes is in isolated pancreat ic is le い:
Okamoto， H .  et a l. ，  The 9th Inte rnat ional  D iabetes 
Federat ion Congress， October 1976， New De lh i. 

3 ) 分離ラ ンゲルハ ンス 島 の Streptozotoc in 糖
尿 ラ ッ ト への同種移植 : 木村捷ー ら ， 第四 回日本糖.
尿病学会総会， 51. 6 ， 弘前.

4 ) 分離ラ ンゲルハ ンス 島 を 用 い て のイ ンスリ ン
分泌 ・ 生合成過程の 検討 : 能登裕，岡本宏， 第49 回

日本生化学会大会(シン ポ ジウ ム )， 51 . 9 ， 札帳.
5 ) Inh ibit ion by kynuren ine metabol ites of 

pro insu lin b iosynthes is : Okamoto ， H . ，  The 2nd 
Internat ional Meet ing on Tryptophan Metabolism . 
August 1977， Madison.  

6 ) Pro insu1 in mRNA の精製 と そ の末端構造に

に ついて の検討 : 洲崎陽子 ら ， 第50 回日本生化学会

大会， 52 . 10 . 東京。
7 ) ラ ッ ト βc__ce ll tumor よ り pro insu lin 翻訳活

性 を 有す る RNA 画分の分離 と そ の翻訳生成物 : 伊
藤 信行 ら ， 第50 回日本生化学会大会， 52 . 10， 東京

8 ) ラ ッ ト βce 11 adenoma よ り RNA 画分の分離

と “プレプ ロイ ンスリ ン " の 試 験管 内合成 : 岡本宏
ら ， 第 20 回日本糖尿病学会総会， 52 . 5 ， 東京.

9 ) ラ ンゲルハ ンス 島β-細 胞 でのプ ロイ ンスリ ン
生合成過程は“S ignal Hypothes is " に よ って説 明 で

き る か : 岡 本宏 ら， 第50 回日本生化学会大会 (シ ン
ポ ジウム )， 52. 10， 東京.

10 ) Ro le of ce ll growth in the act ivat ion of 
g lob in genes : Nose， K. et a l. ，  O ji Internat ional 
Sem inar on Genet ic Aspects of Friend Virus and 
Fr iend Ce lls， September 1977， Yamanaka. 

11) プレプ ロイ ンスリ ン， プ ロイ ンスリ ン 及びイ

ンスリ ン の合成機構ープ ロイ ンスリ ン 生合成調節 の
新たな可能性に つ い て : 岡本宏 ら ， 第 21回日本糖尿
病学会総会 (シ ンポジウム ) 53 . 5 ， 神戸 .

12 ) Pur if icat ion and propert ies  of (pre ) pro in 
su lin mRNA from rat βc__ce ll tumor : Okamoto， H. 
et a l. ，  S ympos ium on Pro insu l in 1nsu1 in and C ­
Pept ide， Ju1y 1978， Tokushima. 

13 ) 騨ラ氏 島 の 培養 と ホルモ ン 合成 : 岡 本宏， 大
阪大学蛋白質研究所記念セ ミ ナー， 53. 1 ， 大阪.

3 . 刊行論文 ・著書等
1 )  Okamoto， H. et a l. : Effect of qu inald ic ac id 

and its re lat ives on insu lin -re1ease from iso lated 
Langerhans islets .  Act a  Vitamin. et Enzymo logica， 
29， 227-231， 1976. 

2 ) Nose， K. : St imu1at ion by aden ine of urid ine 
uptake in cu1tured mamma 1 ian ce lls . Jap. J. Exp. 
Med. ， 46， 305-308， 1976. 

3 ) Nose， K. : Regulat ion of a 1kaline phosphatase 
expres s ion in hybr ids between var iant Chinese 
hamster ce lls. Jap. J. Exp. Med. ， 46， 347 -350， 
1976. 

4 ) 野瀬清 : 培養細胞のア ル カリ フォスファター

ゼ， 代 謝， 13， 45， '1976. 

5 )  1toh， N. and Okamoto， H. : S ynthes is of  
prepro insu lin w ith RNA preparat ion of strepto ­
zotoc in -n icot inamide induced β一ce ll tumor. FE B S  
Letters， 80， 111-114， 1977. 

6 ) Noto， Y. and Okamoto， H. : 1nh ib it ion by 
kynuren ine metabo lites of pro insu lin synthes is in 
iso lated pancreat ic is lets. B iochim. B iophys. 

Acta， in press， 1977. 
7 ) Yamazaki G. et a l. :  Transplantat ion of 

preserved is lets of Langerhans into  porta l ve in 
of rats .  Jpn. J. of Surgery， in press，  1977. 

8 ) 岡本宏， 伊藤 信行 :タ ン パク 質の細 胞内移行

と 細胞 外分泌， 細 胞生物学(理工学社)， 3 ， 1977. 

9 ) 岡本宏 : キヌレ ニ ン 代 謝 異常に よ る糖尿病発

症 の 基礎的研究(総説 )， 糖尿病 と 代 謝， 5 : 1 45-152， 
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